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令和７年度 学校経営計画表 

１ 学校の現況 

学校番号 51 学校名 石岡第二高等学校 課程 全日制 学校長名 津賀 宗充 

教頭名 石塚 高士   事務（室）長名  黒田 ひろみ 

教職員数 教諭 36 
養護 

教諭 
1 

常勤 

講師 
1 

非常勤 

講師 
5 

実習教諭、実習講師、

実習助手 
1 

事務職

員 
3 

技術職

員等 
3 計 53 

生徒数 

小学科 
１年 ２年 ３年 ４年 合計 合  計 

クラス数 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

普通科 56 101 58 93 53 97   167 291 12 

生活デザイン科  5 35  5 30  6 33    16  98 3 

２ 目指す学校像 

（１）変化するグローバル社会において活躍できる生徒を育成する学校 

（２）伝統の継承・再生とともに社会の変化に柔軟に対応し、生徒・保護者・地域社会からの期待に応える学校 

（３）普通科・生活デザイン科が相互に切磋琢磨しながら教育の質を高め、新しい価値の創造に積極的に挑戦し、社会に貢献できる生

徒を育成する学校 

（４）学校、家庭、地域社会と連携・協働し、社会に開かれた創造性豊かな教育を行う学校 

３ 三つの方針（スクール・ポリシー） 

育成を目指す資質・能力に関する方針 

（グラデュエーション・ポリシー） 

地域社会の産業と伝統を中心となって支え、多様性を認め、自他ともに尊重できる人間の育

成 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（カリキュラム・ポリシー） 

個別最適な学びと探究活動、様々な体験学習によって、基礎的・基本的な学力と豊かな人間性

を育み、多様な進路希望を実現する 

入学者の受入れに関する方針 

（アドミッション・ポリシー） 

本校の学習や活動に好奇心をもって意欲的に参加し、自己の可能性を信じて前向きにこつこ

つと取り組む姿勢と、思いやりや素直さをもつ生徒 
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４ 現状分析と課題（数量的な分析を含む。） 

項目 現状分析 課題 

学習指導 

 

・授業内容の理解度について、生徒と教職員間の認識に差が

あり(生徒 84.8%、教員 91.7%)、生徒が自ら主体的に学ぶ

意欲を高め、学力を向上させるための指導の工夫・改善が

求められる。 

・全教職員によるカリキュラムマネジメントの充実を通し

て、教科等横断的な学びを推進するなど教育課程のあり方

の検討、工夫・改善についての研究を進める必要がある。 

・「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業

改善を進め、「教わる」から「学ぶ」への意識の変

容を図るとともに、インプットからアウトプット

へ授業内容の理解や深化を支援するアプローチ

の研究と実践を行う。 

・学科併置校の強みを生かし、全教科が有機的に繋

がる学びの場を創出する。 

進路指導 

 

 

・５年連続の国公立大学の合格者を含め、約 27％の生徒が

大学・短大に進学した。専門学校等への進学は約 40％で

あった。 

・大学入試共通テストの受験者は 19名であった。 

・学校斡旋による就職希望者は 100％の生徒が内定を得た。 

・求人票の件数は増加しているが、学校斡旋による就職を希

望せずにアルバイトを続けることを選ぶ生徒が一定数い

る。 

・キャリア教育について、全教職員の共通認識のも

とで指導を行う。 

・入学時からの高い進路目標と意識の継続のため

の効果的・系統的な指導の工夫を図る。 

・現状に即応する情報の提供と進路実現を支援で

きる体制を整備する。 

・一貫した進路指導を実現するため、進路行事等の

運営を学年主導から徐々に進路指導部主導にし

ていく。 

生徒指導 

 

 

・他者に配慮し、協働して問題解決を図ることができる能力

を育成する必要がある。 

・生徒一人一人の悩みや不安に寄り添う支援や教育相談体

制の充実が求められる。 

・多様化する社会にそぐわない校則を見直す必要がある。 

・ＳＮＳ等の正しい使い方をさらに啓発する必要がある。 

・生徒が自分自身の行動について見つめ、考えるこ

とのできる指導の工夫と自己指導能力を育成す

る。 

・生徒のおかれた状況を理解し、教育的ニーズに応

じた配慮や支援を外部機関と連携して、チーム学

校としての体制を整備する。 
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・いじめ・不登校等の未然防止と解消に向けて、定

期的な教育相談を実施する等、適切な対応に努め

る。 

・生徒が主体的に校則について考え、変更に向けて

行動できるよう支援していく。 

・ＳＮＳ等の使い方を折に触れ注意喚起し、事故の

未然防止に努める。 

特別活動 

 

 

・一つ一つの行事が生徒たちにとって意義のある内容とな

るよう、行事の実施について検討する必要がある。 

・ボランティア活動の募集が増えてきている一方、学校評価

アンケート「6.ボランティアに積極的に参加している」へ

の否定的回答が 51％に上っている。 

・キャリア・パスポート等を活用し、主体的に取り組む姿勢

をさらに涵養する必要がある。 

・行事を精選し、生徒がより集中して臨むことがで

きるようにする。 

・ボランティアの告知・募集を徹底し、生徒が参加

しやすい環境を整備する。 

・キャリア・パスポートを活用し、自己有用感の醸

成及び望ましい自己変容の自覚を促す。 

学びのスタイル改革 

 

 

・県事業チャレンジ・プロジェクトの重点校として５年目を

迎え、「筑翠ルネサンス Next Stage」として探究を軸と

する学びのスタイルの確立が求められる。 

・探究スキル向上プログラムや地域理解・地域創生

プログラムを確立する。 

・伝統文化体験及び国際交流事業を推進する。 

・各教科等における課題解決型学習の展開と、授業

における１人１台端末環境を踏まえたＩＣＴの

活用を促進する。 

・生活デザイン科の学びを深める体験学習事業を

推進する。 
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働き方改革 

 

 

・学校閉庁日の設定、時差出勤制度やテレワークの活用、部

活動運営・教員間の分担の工夫、留守番電話や欠席連絡グ

ーグルフォームの利用、会議や学習指導でのＩＣＴの積極

的な活用等により、教職員の働き方改革を推進している。 

・勤務時間管理等を通じた教職員の意識改革がさらに求め

られる。 

・勤務時間外在校等時間の一層の縮減と校務の精

選を継続させる。 

・部活動運営方針を遵守し、生徒及び教職員が過度

の負担とならない部活動の計画及び実践を行う。 

・教職員のワークライフバランスのため、超過勤務

の偏りの是正と風通しのよい職場環境づくりに

努める。 

・タイムマネジメントやワークライフバランスに

関する研修を実施する。 

・事務室との連携と協働等、学校マネジメント機能

を強化する。 

事務 

 

 

・予算の効率的な執行とともに、校内環境等の整備を進め

る。 

・長期的な計画のもと、教育設備の充実を図る。 

・事業の優先順位を踏まえ、かつ経費の削減に向け

て工夫を凝らした執行に努める。 

・施設設備の安全面の維持や植栽等の環境整備を

実施する。 

５ 中期的目標 

（１） 筑翠ルネサンス事業による体験活動を充実させることによって、生徒一人一人にしっかりした人生観・職業観を持たせ、生徒の

適性や個性に合った進路の実現を図る。また、生徒の意欲的な学びを習慣化させるため、授業改善の工夫を継続する。 

（２） 学校行事や探究活動、ボランティア活動等の体験活動を通して、社会性を養うとともにその仕組みや自己の役割を理解し、高い

目標を持って努力し続ける態度を涵養する。 

（３） 地域社会の理解と協力を得ながら、地域の文化や特色を生かした教育活動を行い、地域に開かれた学校づくりに努力する。 

（４） 日本の伝統文化や国際交流の体験活動を積極的に取り入れ、自国文化と異文化理解を深めるとともに、国際感覚を育てる。  

（５） 働き方改革を推進し、長時間労働の是正だけでなく柔軟な働き方ができる職場環境づくりを推進する。 
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６ 本年度の重点目標   

重点項目 重点目標 

①チャレンジ・プロジェクト「筑翠ルネサン

ス Next Stage」の推進 

 

○普通科と生活デザイン科の協働を図り、地域の課題を発見・解決し、新しい価値を創造する

教育活動を展開する。 

○生徒が自ら地域や社会の課題に目を向け、自身のアイデアを生かし解決策を話し合って、学

校内外へ向けて提案・実践する取組を実施する。 

○日本の伝統文化に対する生徒の理解を深め、郷土を愛し伝統文化を尊重する態度を養う。 

○自国文化や異文化の理解を深める指導の充実を図り、国際交流体験活動を定着させる。 

○探究的な学びのリーダー校として、本校の取組を積極的に発信する。 

②探究を軸とした学びのスタイル改革とＩ

ＣＴ教育の推進 

 

○生徒が正解のない問いに臨む機会を創出し、自ら主体的に学ぶ課題解決型の学習スタイルを

確立する。 

○協働学習、個別最適な学び、協働的・探究的な学び、反転学習等において、ＩＣＴを活用し

た教育活動を推進する。 

○学習アプリの活用を促進する。 

○異校種との連携や校内外の研修への参加を推奨し、高い専門性を持った学び続ける教員を育

成する。 

○教務部や各教科と連携し、教科等横断的な授業を実践する。 

○授業改善 

・生徒による授業評価「授業を通して、知識や技能（技術）が身に付いた。」（KPI3.4） 

・生徒による授業評価「授業を通して、考えたり表現したりする力が身に付いた。」（KPI3.4） 

③特別活動やボランティア活動等の体験的

活動の充実 

 

○教職員の支援のもと、学校行事の充実を図るための取組を推進する。 

○生徒会の主体的な活動の促進等、生徒の自治的・協働的な活動を活性化させ、シティズンシ

ップ教育を推進する。 

○ボランティア活動などの社会奉仕体験活動への参加を促し、自己有用感の育成を図る。 

④多様な進路希望に対応したキャリアデザ

インの形成 

 

○自らの意思と責任で、進路を主体的に選択する資質・能力を育成する指導の工夫を図る。 

○就業体験活動（インターンシップ）等、キャリア教育に関する実践的・体験的な活動への参

加を促進する。 

○キャリア・パスポートを活用し、キャリア学習の見える化と保護者との情報共有に資する。 
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⑤豊かな心をはぐくむ教育の推進と生徒支

援の充実 

 

○小さなトラブルにも早期に対処しいじめを未然に防ぐ。 

○生徒の実態を把握し、学校の課題を明確にした生徒指導体制づくりを行う。 

○各教科の授業等で道徳性や範意識、モラルを高める取組を充実させ、社会人としてふさわし

い態度を育成する。 

○スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー等の専門家の積極的・効果的な活用と

教育相談体制の強化を図る。 

○教職員自らの人権に関する認識を深め、指導力の向上を図るための研修を充実させる。 

⑥開かれた学校づくりの推進 

 

○学校公開等の実施や地域行事等への積極的な参加等により、保護者・地域社会との連携を強

化する。 

○学校ＷＥＢページの充実やＳＮＳ等を活用し、積極的に学校の取組や生徒の活動を発信する。 

⑦働き方改革の推進と職場環境の改善 

 

○定時退勤日や完全退勤時間等の取組を促進し、超過勤務時間の縮減に努める。 

○時差出勤制度やテレワークを積極的に活用する。 

○部活動運営方針の徹底を図る。 

○教材等の共有や外部の教育資源の活用を推進する。 

⑧コンプライアンスの遵守 

 

○厳正な規律と高い倫理観を保持しつつ職務に精励する。 

○教職員一人一人が全体の奉仕者であるといった公務員の原点を改めて思い起こすとともに、

職務上の義務や身分上の義務について理解し、自らの行動を見つめ直す。 

○教員評価面談等及び学校コンプライアンス委員会の開催や法令遵守に向けた研修を行い、教

育公務員として服務規律を遵守する意識を一層徹底する。 

  

 


